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I はじめに

1今日的な課題

平成20年度版学習指導要領特別活動編

(注1)では今の子どもたちについて,「自

分に自信がもてず,人間関係に不安を感じ

ていたり,好ましい人間関係を築けず社会

性の育成が不十分であったりする状況が見

られ」る,とある。また,「自己の個性を

見つめ,それを大切にしていくことは,自

尊感情を高め,自己確立や自己実現を図る

ための基盤となる。また,他者の個性を理

解し互いに尊重し合うことは,自己理解を

一層深めるとともに,豊かな人間関係をは

ぐくんでいくことにつながる。」(注2)

とあり,自分を見つめることや他者とかか

わっていくことの重要性が言われている。

さらに,社会のさまざまな変化に伴

って子供たちにも大きな変化が見ら

れることは,新聞やマスコミでの報道

でもたびたび取りざだされている。か

つて地域や家庭でたくさんの子ども

や大人と接することによって,自然に

身につけていた人との関わり方のス

キルや社会的なマナーを身につけな

いままで成長している子どもが多い

ことは学校現場でも日々感じること

である。

加えて,毎目のように塾や習い事な

どに追われゆっくりと自分を振り返

る時間がもてない中学生にとって,学

校教育の中で「自分を振り返り,見つ

める時間」や「人とかかわる活動」を

取り入れていく必要性を強く感じる。

2本校の実態･主題設定の理由

本校のあるあま市は,平成22年3月2

2日海部地区の東部3町(甚日寺町,七宝

町,美和町)が合併してできた。名古屋市

の西隣にあるため,名古屋市への通勤・通

学者が多く,ベッドタウンとして新たな住

宅が多く建設され人口も増加している。

本校の生徒の傾向としては,自分から前

向きにものごとをとらえることが難しく,

自分に自信をもつことができない子どもが

多い。また,自分の思いや感情をうまく言

葉にすることができず,人や周りのものに

あたったり,相手が傷つくような言葉を発

したりしてしまいトラブルを抱えてしまう

子どももいる。

これは,自分の感情と向き合い適切に対

処したりそれを表現したりする経験が乏し

いこと,自分や他者のよさに気づいたり,

お互いに支え合う関係を実感したりする機

会が少ないことが関係しているように思わ

れる。

そこで,本研究を行うにあたり,「自分

自身を見つめること」と「他者とかかわる

こと」により「自分についての認識を深め,

自己が大切な存在であると気づくこと」を

柱とし,そこから「他者を思いやる気持ち」
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へとつなげていきたいと考える。

n 研究の構想

1研究の仮説

先に述べたようなことから,以下のよう

な仮説を立て,実践・研究に取り組むこと

とする。

自分自身を見つめたり,他者とかかわっ

たりする活動を学級活動の中で意図的に

組み込むことによって,自分について知

り,自分を大切にする気持ちが芽生える。

自分を大切な存在であると認められれ

ば,周りの人もかけがえのない存在であ

ると気づき,思いやりの気持ちが育つ。

2自分を大切にするとは

研究を行うにあたり,「自分を大切にす

る」というのは,子どもたちがどのような状

態になることなのかを明らかにしておかな

ければならない。

自分を大切にするという意味合いをもっ

言葉に「自己肯定感」「自己受容感」「自

尊感情」などがある。それらをまとめると,

「自分自身のありのままを受け入れ,良さ

を認めていく」ことだと言える。

では,「自分自身のありのままを受け入

れ,良さを認めていく」ためには子どもた

ちにどのような実感をもたせるべきであろ

うか。

(1)自分のよさの実感

自分が好き・自分にもいいところがある

(2)心の居場所の実感

安心できる・ここにいていい

(3)成果の実感

自分もやればできる・やってみよう

(4)役割の実感

人の役に立ててうれしい

という4つの実感を大切にしていきたい

と考えている

3研究の計画

図1 研究計画図

以上のような4段階の活動を考え,ねら

いをもって進めていくことで「自分につい

て知り,他者とのかかわりを考える子ども」

につながり,「自分自身を大切にする」気

持ちや「他者を思いやる」気持ちが育っの

ではないかと考え,このような活動の計画

を立てた。

4研究の方法

担任する学級においてさまざまな

活動ブログラムを行う。活動を行った

後,振り返りを行うことで活動のねら

いが達成できたかどうかをはかる。

活動プログラムについては,「自分

自身を見つめること」「他者とかかわ

ること」という本研究のねらいに即し

-204-



たものをクラスの実態に合わせてアグラフ1 第1回生活アンケート結果

レンジしていくこととする。

Ⅲ 研究の実際

1 対象

あま市立甚目寺南中学校第3学年

A組(男子16名女子20名)

2第1回質問紙調査

まず,クラスの実態を把握するため,表

1のような質問紙を作成し,調査を行った。

よく当てはまる(逆転項目の場合は

その逆)を4点,以下当てはまらない

を1点として点数化したものが右の

グラフである。 (グラフ1)
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※は逆転項目

自分の良さの実感

D5･6･8･14･16

心の居場所の実感

12 ・ 13

成果の実感

3･9･10･15

役割の実感

2･7･11

人に対する思いやり

4

の質問番号に該当

表1 生活アンケート



平均すると,「自分のよさの実感」

の項目で低い傾向が見られた。特に,

「16 今の自分に満足しています

か。」( 2 . 2 8)や「8あなたは,

自分のことが好きですか。」(2. 4 2)

という質問に関しては特に低い結果

となった。 O内は平均値。

自分を見つめることやよさを認め

ていく実践の必要性が明確になった。

3活動の実際

毎回活動プログラムを行ったあ

と,毎回共通の振り返りカードを書

かせた。振り返りカードの項目は,

「1.すすんで参加することができ

ましたか。」「2.楽しく参加す

ることができましたか。」「3.
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自分について気づいたことはあり

ましたか。」「4.他の人の新た

な面に気づくことがありました

か。」という4項目である。

それらを集計し,グラフ化しか。

(グラフ2および3)

7つの活動のうち,1・2の項

目で一番高い数値になった(意欲

的に参加できた)ものが,「⑥自

分も他の人も大切にする話し方を

身につけよう」の活動である。ま

た,3・4の項目で一番高い数値

になった(自分や他者についての

新たな発見があった)ものも同様

であった。

グラフ2

1 すすんで参加することができましたか

2 楽しく参加することができましたか ・4 できた
あった

O% 20% 40% 60% 80% 100%



グラア3

3 自分について気づいたことはありましたか

4 他の人の新たな面に気づくことができましたか

●4

O% 20% 40% 60% 80% 100%

以下に2つの活動内容とまとめを述べる。

4活動の内容

実践例1 自分も他の人も大切にする話

し方を身につけよう

(1)活動の流れ(2時間完了)

【1時間目】

①他の人とのコミュニケーションの取り

方を振り返る。

「あなたならどうする?」シートで具体

的な場面を提示し,その時の自分の気持

ちや言葉・態度や声の調子を思い浮かべ

る。

②セルフアセスメントシートを行う。

20の質間に答える形のシートを行う。

点数をつけ,合計していくとコミュニケ

ーションの傾向がわかるというもの。

③自分のコミュニケーションの傾向を知

る。

①「4つの傾向」を知る。

コミュニケーションの傾向として「ギャ

オス=キレる」「オドオド=タメる」「ム

ツツリ=コモる」「アサーティブ=しな

やか」(注3)という4つを提示した。
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キャラクターも掲示したため生徒は興味

を示した。

【2時間目】

①自分も他人も大切にするコミュニケー

ションの取り方を学ぶ

自分の思いや考えを適切に相手に伝える

にはどのようにしたらよいか考えさせ

た。

②「私(I)メッセージ」にっいて知る。

「あなた」を主語にした「ユーメッセー

ジ」ではなく,「わたし」を主語にし,

行動・影響・感情の3要素を交えて話す

「アイメッセージ」の方法を伝えた。

③「私(I)メッセージ」に置き換える練

習をする。

ユーメッセージで書かれたセリフをアイ

メッセージに置き換えてワークシートに

記入させた。

④「私(I)メッセージ」で話をしてみる

⑤振り返り気づいたことを書く。

毎回行っている「振り返りカード」

に記入しながら今回の活動の振り

返りを行う。

生徒の振り返りカードから

●相手を責めるんじゃなくて自分も相手も

傷つかないような言葉づかいについて知

ることができました。

●自分がオドオドだから対応がすぺてオド

オドというわけではないということを思



つた。たまにギャオスみたいな言い方をし

てしまうので,今回学んだようにYouを

Iにかえてやっていき,会話の輪をふくら

ませていきたいです。

●自分がいい気持ちになっていても相手か
ｰ

らすると悪い気持ちになっていたりする。

だから話すときは少し考えて話すとお互

いいい気持ちになれると思います。

●あたしってこんなふうだったんだと旦分

について気づくことができました。

実践例2 自分史づくり

(1)活動の流れ(3時間完了)

【1時間目】

①自分にとっての宝物を思い出す

「私の宝もの」シート(注4)に自分に

とっての宝物を書き出す。

②自分の中にある「こころの虫(注5)を

挙げる。

自分が日ごろ困っていること,性格など

を虫に例え,自分の中にどんなこころの虫

がいるのかを書き出す。

(例)

③自分の人生ゲーム(注6)を書く

自分の今までを振り返って,「人生ゲ

ーム」のような形でマスを書き入れてい

く。さらに,これから先を予想してマス

を書き加えていく。

【2時間目】 「

①自分の名前の由来を書く

家族に聞いたり,自分で漢和辞典を調
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べたりしながら,自分の名前にこめられ

た意味を考えて書く。

②今まで自分にかかわった人を思い出す

「たくさんの葉」シートに今まで自分

にかかわりのあった人の名前を思い出し

て書く。さらにその中で一人を選び,そ

の人にしてもらったことやこれからして

あげたいことを書く。

【3時間目】 「I

①自分にむけての手紙を書く

過去の自分に向けて,そして未来の自

分に向けての手紙をそれぞれ書く。

②自分史の活動の振り返りを行う

振り返りシートに今回の活動で気づい

たことを書く。

生徒の振り返りカードから

●今回のことで将来自分が何にチャレンジ

したいかを再確認することができたので

とてもよかったです。そして今侵萱筧る

ぺきかを見つめることもでき,これから

やっていくことも見つけることができま

した。だからこれからしっかりとやって

いきたいと思いました。

●自分自身に手紙を書くのはすごく恥すか

しかったです。でもきっと何かに気づけ

たとは思います。(何かははっきりしない

けど)これからも過去の自分をふり返り,

未来の自分にメッセージを送ってその何

かに気づきたいです。あと手紙でいろん

なことを思い出したことでかかわってく

れた人への感謝もできました。とてもよ

かったと思いました。私の周りには私の

ことを思ってくれている人がいます。こ

れからはその人たちのために自分にでき

ることを精‐杯やりたいです。



●生まれたときからすっと両親の支えがあ

っだからこそこれまでいい思い出を作っ

てこられているんだということが分かっ

た。これからも迷惑かけてしまうことが

あるかもしれないけど,常に感謝の気持
-

ちをもって生活するようにしたい。そし

ていつか恩返ししたい。

以前低かった項目については,「今の自

分に満足していますか」(2. 2 8→2.

42)「あなたは,自分のことが好きです

か」(2.4 2→2. 5 1)とわずかなが

ら増加した。

IV 成果と課題

1 本実践の成果

あま市の甚目寺地区は人 の町として,以

前より人 教育に取り組んでいる。毎年人

週間(12月4日から10日)に合わせて全

小・中学校に人 アンケートを行っている。

→-1回目 自分のクラスの結果から見えるものを含め

ｰ●-2回目 成果として挙げておきたい。

‾"'・●-3回目 ・自分と周りの人の関係を見つめる

人 アンケートの中に「周りの人から大

切にされていると思いますか」という項目

かおる。「思う」「少し思う」を合わせる

ｸﾞﾗﾌ4 と34人中25人,約7割が「大切にされ

ている」と感じている。質問紙調査の結果

前回と同様の調査を行った。2回目は平

成22年9月24日に,3回目は同年10

月20日に行っだ。結果は上の通りであ

る。

2回目の調査は学校祭があっだ直後で

あったため,比較的全体の数値が高まった

と考えられる。

3回目は特に行事のない通常の時間で

行われたため,この数値が生徒の実態に近

いのではないかと思われる。

自分自身が他者にとってどんな存在なの

か,そして他者は自分にとってどういった

存在なのかを認識することで,自分自身と

他者とのかかわりを認識することができた

と感じる。

・自分自身を見つめる時間

普段中学生が「自分とは?」と問い直す

時間はほとんどないように思われる。活動

を行い,気づいたことを振り返って表現し

ていくことでその時間がもてたと思われ

る。さらに,生徒の気づいたことを毎時間

プリントにまとめてフィードバックしたこ

とも自分を見つめたり,他の人のことを改

めて知るいい機会になった。

・自分自身についての発見

今回の活動で自分を他者がどう見ている

か,さらに自分の中で見方を変えるととら
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え方も違ってくることを知ることができ

た。これから新たな進路に向かう3年生に

とって,「自分を見つめる活動や「他者と

かかわる活動が有 であったと感じる。

2 本実践の課題

・子どもの日常につながる実践の工夫

普段の子どもたち様子を見ていると,

アイメッセージなどを意識して「自分も

人も大切にする話し方」をしている姿は

ほとんど見られない。

また,「感情を表す言葉」も普段

の会話の中では非常に く,幼いも

のが多い。(ウ イ・キモイなど)

実践をしたときに意識したこと

を普段の生活にどのようにつなげ

ていくのか,日常につながる実践指

導の工夫や繰り返しの指導の必要

性があることを感じた。

・実践の系統性・精選

今回,前に示したような流れで実

践を行っていったが,今回のような

流れでよかったのか。また,中学校

3年間を見通した系統性も今後考

えていく必要がある。各学年で段階

を踏んで実践を行っていけば,実践

の精選も可能であり,一つ一つの実

践にもう少し時間が割けるのでは

ないかと考える。

・真にねらいにせまるために

今回の実践では,「自分自身を大切に

すること」から「他者を思いやる」こと

へつなげることがねらいであった。しか

し,「自分自身を大切にすること」が具

体的な生徒の姿としてどういった状態

であるのか。アンケートの結果や振り返

りシートの内容からは実践によって近

づいたように感じるが,子どもたちの中

で本当の意味で自分を大切にする気持

ちが 成されたかどうかは測ることが

難しい。真にそのねらいにせまるような

取り組みやそれを検証する方法を探し

ていきたい。

V おわりに

今回このような機会を通して,今まで

の教師としての技量や学級経営・教科教

育の方法などさまざまなことを見つめな

おすことができた。子どもにとっても自

分にとっても「自分をみつめる」いいき

っかけになったように思う。

このような貴重な経験をさせていただ

いた愛知教育大学教職大学院の先生方を

はじめ,私の立場を理解して支えてくだ

さった職場の先生方,派遣してくださっ

た県並びに海部教育事務所の先生方にお

礼を申し上げます。
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